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ス コイエ ン・コ レクシ ョンの 『新歳経 』断簡 につ いて

松 田 和 信

1.ス コ イ エ ン ・コ レ ク シ ョ ン と は

今 か ら数年前,正 確 な場所 は不 明で あるが,ア フガ ニスタ ンのバー ミヤ ン渓谷

北部 の 自然 の洞窟 の中で,ア フガ ン難民 に よって大 量 の仏 教写本 が発見 され た.

それ らは分割 され てパ キス タンに持 ち出 され,中 継基 地 の ドバイか らロン ドンの

複数 の仲介業者 を経 由 して,最 終的 にそのほ とん どはノルウ ェーのス ピッケス タッ

ドに住 む写本 蒐集 家マ ーティ ン ・スコイエ ン(MatrinSch・yen)氏 に 引き取 られ,氏

の コ レクシ ョン(SchoyenCollection,略 号SC)に 加 え られた1).そ の 中には,カ ロー

シュテ ィー文字 による貝葉 写本か ら,ギ ルギ ッ ト・バ ー ミヤ ン第1型,同 第2型

書体 の写本 に至 るまで,貝 葉,樺 皮,皮 革 に書 かれ た,恐 ら くは2世 紀か ら8世

紀 にか けての様 々 な仏教写本 の断簡 が含 まれ てい る.

このコ レクションに含 まれ る仏教 写本 に対 して,オ スロ大学 のイ ェンス ・ブ ロー

ル ヴィ ック(JensBraarvig)教 授 を中心 に,同 じオス ロ大学 の フォン・ジム ソン(Georg

vonSimson)教 授,ミ ュ ンヘ ン大 学 の イ ェ ンス=ウ ヴ ェ ・ハル トマ ン(Jens-Uwe

Hartmann)教 授,ベ ル リン ・イ ン ド博物館 の元 学芸員 ロー レ・ザ ンダー(LoreSander)

博 士 お よび筆者 を含 む5名 のグルー プによって2年 前 よ り共 同研 究 が開始 され,

グル ープ は写本 の分類,整 理か ら始 めて,メ ンバーの住 む各地 で定期的 に研 究会

を開 きつ つ(オ スロとスピッケスタッド1997年11月 お よび1998年ll月,ベ ル リン1998

年6月,京 都1999年5月)現 在 その出版 に向 けての準備 を進 めてい る2).

2.コ レ ク シ ョ ン の 総 数 とそ の 内容

コ レクシ ョンに含 まれ る写本 の ほ とん どは断片 で,完 全 な フォ リオ は数 え るほ

どしかないが,研 究 を開始す るにあた って,グ ルー プはまず断簡 を書体別 に分類

し,そ の1点1点 に`SC'で 始 まる登録番号 を付 け る作業 を行 った.そ の書体別

総数 は以下 の通 りで ある.
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1.カローシュティー文字:約200点(す べて貝葉)

2.ク シャーナ文字:約240点(す べて貝葉)

3.北東型グプタ文字:約330r点(す べて貝葉)

4.北西型グプタ文字:約700点(ほ とんど貝葉,樺 皮と皮革が十数点)

5.ギルギット・バーミヤン第1型 文字:約550点(多 数の樺皮と少数の貝葉)

6.ギルギット・バーミヤン第2型 文字:約110点(す べて樺皮)

7.バ クトリア語仏教写本断簡:2点(皮 革)

これ らの書体による分類 はイン ド文字学の専門家であるザ ンダー博士の編年に

基づいている.恐 らくは,上 記の分類が2世 紀から8世 紀に至る写本の年代 を反

映しているのであろう.こ の分類 を見れば,バ ー ミヤンあるいはガンダーラ地域

では,バ ク トリア語皮革写本は別にして3),古 い時代 にはもっぱら貝葉が使用され

ていたのが,や がてそれが徐々に樺皮に取って代わ られたことが暗示されている

ようで大変興味深い.な おコレクションには,こ れ以外にギルギット・バー ミヤ

ン第1型 書体による樺皮写本の東(1点 に数十葉が含まれる)が 数点あるほか4),登

録番号が付けられていない小さな破片(ギ ルギット・バーミヤン第1型 書体による樺

皮写本の破片がそのほとんどを占める)が 数千点認められる.従 って総数 としては,

我々がいちいち数 えたわけではないが,ス コイエン氏によると全体で一万点を超

えるとい う.

次にコレクションの中に発見された具体的文献名であるが,そ の中には,カ ロー

シュティー文字による 『大般浬藥経』の未知のヴァージョン(r長 阿含』「遊行経」に

一致点が認められる),ク シャーナ文字による 『八千頒般若経』(大乗経典の現存最古

の写本),ギ ルギッ ト・バー ミヤン第1型 文字による 『摩詞僧祇律』,さ らに同じ書

体による因縁物語付き 『法句経』の断簡(こ れは大衆部の法句経の可能性あり)な ど,

現在数十点の文献名が判明 しているが,こ れらはコレクション全体か ら見てほん

の数パーセン トにすぎない.恐 らくはクシャーナ文字写本など,あ まりにも時代

的に古い写本が数多 く含まれるため,漢 訳あるいはチベ ット語訳に対応文献の存

しないこと,ま た文面か ら阿含,阿 毘達磨の断簡も数多 く認められるが,こ れら

も説一切有部以外のすでに失われた部派文献が数多 く含まれていると考えられる

こと等,将 来における同定作業 は楽観を許 さない.な お筆者 は,共 同研究が開始

された経緯 とコレクションの内容等について,す でに数篇の報告を公にしている

ので参照 していただきたい5).現在 までの ところ,学 術論文の形で発表 されたもの

は,ハ ル トマン教授によってポール ・ハ リソン教授の助力を得て出版された 『阿
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閣 世 王経』 の断簡1葉 のみで あ る6).

3.ス コ イ エ ン ・コ レ ク シ ョ ンSC2378/1に つ い て

さて1997年11月 の 初 めに,オ ス ロの南約40キ ロメー トルの田舎 町,ス ピッケ

ス タッ ド(Spikkestad)郊 外 のス コイエ ン氏の山荘 においてグルー プが コレクシ ョン

の整理 を開始 した時,ま ず我々 の目に飛 び込んで きたの は,完 全 な数葉 を含 む約

50点 の一.連の写本 断簡 で あった.こ れ らには`SC2378/1'の 登 録番号 が付 け られ

たが,北 西型 グプタ文字(N・rth-WesternGuptaBrahmi)に よ る貝葉 写本 断簡で,サ イ

ズ(完 全なフォリオで約3.5cm×38cm)と 行 数(各 葉3行 ないし4行)か ら,す べて 同一

写本 に属す る断簡 で ある と判 断 され た.ま たザ ンダー博 士の意見で は,書 体か ら

して その年代 は4世 紀 中頃 に湖 る とい う.我 々 は直 ちに これがただ1つ の文献 を

書 写 した写本 ではな く,そ こに は複数 の経典 が含 まれてい るこ とに気づ いた.そ

してやがて判明 した文献は 『勝量経 (Srimaladevisimhanadanirdesa)』(完全な3葉 と2断

片),『諸法無行経 (Sarvadharfnap•avrttinirdesa) 』(完 全な2葉 と約20断 片),『 阿 閣世王

経 (Ajatasati ukaukrtyavinlodanla)』(約20断 片)と い う,そ れ まで その断 片す ら梵文写本

の存在が知 られていなかった3つ の大乗経典であった7).さ らに完全なフォリオ,

あるいはフォリオの左端の残存 している断片には三桁のフォリオ ・ナンバーが書

かれていたが,そ の番号か ら判断 して,3っ の経典 は 『勝婁経』→ 『諸法無行

経』→ 『阿閣世王経』の順序で連写されていたらしいことも推定された.

しかし問題が残った.筆 者の計算では 『勝髭経』は失われた第319葉 から始ま

り,回 収されてフォリオ ・ナンバーが確認できる第392葉 の表面最終行で終わる

が,そ の裏面に書写されていたのは次に始 まるはずの 『諸法無行経』の冒頭部で

はな く,何 らかの別の経典の冒頭部分だったのである.そ の後,ブ ロールヴィッ

ク教授の研究により,『諸法無行経』は,そ のフォリオ・ナンバーは失われている

ものの,右 側約3分 の2が 回収 されて第397葉 と推定できる1葉 の表1行 目か ら

始 まることが確認された.従 って 『勝髭経』 と 『諸法無行経』の間には,第392

葉裏面から第396葉 末尾までの計5葉 半のスペースを満たす別な短い経典が書か

れていなければならなかった8).

4.『新 歳 経 (* Pravaranasutra), 』の発見

5葉 半のスペースを満たす未知の小経典 は何か.幸 運 にもその冒頭部,つ まり

第392葉 裏面はほぼ完全な形で読むことができるので,我 々は次のようなローマ
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字転写に基づいて同定を試みた9).

1 siddham* 11 evam ma[ya] sru[ta]m e[ka]samayeO [bha]gava(m) sra[va]sti.. [vi](ha)[rati jetavane] 

anathapindadasyarame mahata bhiksusamghena sardham [catura] sitibhih bhiksusa [ha] srebhi [h] sari-

putramaudgalyayana {na} bhiksupurvvam-

2 [gal m (e) bh [i] h daks [i] napascimena bhagavato (n) iO [sannakah] atha bhagavam sumeruraja {m} 

iva abhyudgato bhasati tapati virocati kanakaparvata iva abhyudgato parisamandalamaddhyagato 

nisannako bhiksusamghasya madhye 

3 atha bhagava niradbhute bhiksusamghe nirgaOte traimase varsavasa usito santaprasantena bhi 

ksusamghena sthito I athayusman anamdah utthayasanato ekam [se] Ova [ram] pravaritva daksinam 

janumandalam prthivi-

4 ye pratisthapayitva yena [bha] gavam teOnamjali<m> pranamayitva bhagavato gathabhi adhvabhasi 

(sic) yasyartham tvam lokavidu vinayaka tremasavuso (sic) iha je [ta] sahvaye I paripurna asa aya

しか し同定作業は容易ではなかった.他 の3経 典が大乗経典だったこともあり,

また内容も短い大乗経典の冒頭部 として違和感は感ぜ られなかったので,筆 者は

漢訳 とチベ ット語訳大蔵経に含 まれるすべての大乗経典 にあたったが,対 応する

大乗経典を見いだす ことはできなかった.他 のメンバーも同様であった.し かし

本年(1999年)4月 になって,遂 にその正体が筆者によって判明する.こ れは 『新

歳経(大 正蔵No.62,vol.1,pp.859-861)』 として漢訳 された経典の断簡だったのであ

る.我 々は大乗経典ばかりを探 して大蔵経の阿含部を考慮外に置いていたのであ

る.こ の断簡に対応する漢訳 『新歳経』の冒頭部は次の通 りであるlo).

聞如是.一 時佛在舎衛國祇樹給孤濁園.與 大比丘衆八萬四千人倶 舎利弗目連等 前後園

邊.聴 佛説経.佛 庭大會 猶如須彌衆山之王.濁 峻高顯.如 月盛満照干群星.威 光唯景

如紫金耀於是場地.皆 作金色.卓 然特異.魏 魏無侶.於 時世尊 與比丘衆倶.清 浄無量.

如日如雲 終寛三月.以 至新歳.諸 比丘衆寂:然憺伯.一 心自思念於道.定 無有異想.於 是

賢者阿難.即 從座起.偏 担右腎.右 膝著地.長 脆叉手.前 自蹄佛足.以 偶歎日.

佛尊所以来 遊比以濟護 三月慮於斯 祇樹孤濁園

所願以具足 今正是其時 導師無等倫 慮宣布新歳 …

大正大蔵経で 『新歳経』は,そ の異訳が多 く漢訳大蔵経に認められる,い わゆ

る 『自恣経 (Pravarana-sutra) 』 の異訳 の一つ とされてい る11).し か し筆者 の見 た と

ころ,パ ー リ語大蔵経に含 まれ る Pavaranasutta や,現 在 は大英図書館のOIOC

(OrientalandIndiaOfficeC・llections)に 保 存 されてい るヘル ン レ・コレクシ ョン(Hoemle

C・llecti・n)中の 同経 の梵文断簡 を含 め12),こ れ 以外 の 『自恣経』類 は内容 的にほぼ

共通 していて,異 訳 あ るい は別 ヴ ァージ ョン と見 な して差 し支 えない ものの,こ
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の 『新歳経』のみ,「 自恣(雨 期の最終日に行われる行事)」あるいは 「新歳(雨 期明

け後の新しいシーズンの初日)」をテーマとしていたとしても,そ の内容は他 とは全

く共通点がない.経 典冒頭部 も他 とは全 く異なる.な ぜ これが 『自恣経』の異訳

とされているのか理解に苦 しむ.従 って漢訳 『新歳経』を唯一の参考資料にして,

暫定的ではあるが,断 簡か ら回収される経典冒頭部のテキス トを筆者は以下のよ

うに再構成 した.

evam ma [ya] sru [ta]me [ka] samaye [bha] gava (m) sra [va] sti (ye) [vi] (ha) [rati j etavane] anathapi-

ndadasyarame mahata bhiksusamghena sardham [catura] sitibhih bhiksusa [ha] srebhi [h] Sarip-

utraMaudgalyayanabhiksupurvvam [gal m (e) bh [i] h daks [i] napascimena bhagavato (n) i [sannak-

ah] <I> atha bhagavam sumeruraja iva abhyudgato bhasati tapati virocati kanakaparvata iva abhy-

udgato parisamandalamaddhyagato nisannako bhiksusamghasya madhye < I > atha bhagava<m> nir-

adbhute bhiksusamghe nirgate traimase varsavasa usito santaprasantena bhiksusamghena sthito I 

athayusman Anamdah utthayasanato ekam [se] civa [ram] pravaritva daksinam janumandalam 

prthiviye pratisthapayitva yena [bha]gavam tenamjali<m> pranamayitva bhagavato gathabhi adhy-

abhasi <I> 

 yasyartham tvam lokavidu vinayaka tremasavaso iha je [te] sahvaye I 

 paripurna asa aya-...... ******•** 11

[試訳]こ のように私は聞いた.あ る時世尊は,シ ュラーヴァスティ(舎 衛国)の ジェー

タ林のアナータピンダダの庭園に比丘シャーリプ トラとマウドガルヤーヤナに率いられ

た八万四千人の大比丘集団とともに滞在していました.[そ こで比丘集団は]世尊を〔左〕

右 〔前〕後から取 り囲んでいました.そ の時世尊は,集 会の真ん中でスメール山の如 く

そびえ立ち,輝 き,燃 え立ち,光 っていました.〔 さらに〕比丘集団の真ん中でカナカ

山の如 くにもそびえ立っていました.さ て世尊は,希 有なる比丘集団が三ヶ月にわたる

雨期の定住を終えた時にも,た いそう寂静 となれる比丘集団 とともに止まっていまし

た.さ てその時,長 老アーナンダは座より立ち,一 方の肩に上衣を掛け,右 膝を地面に

つけて世尊に向かって合掌 して,偶 をもって世尊に語 りかけました.

何 の為に,こ こジェータと呼ばれる 〔林〕において,三 ヶ月の定住をもてるあな

た,世 を知るお方,教 戒師であるお方は望みを満たし…

断簡から回収されたテキス トは,イ レギュラーな仏教梵語形を多 く含み,読 解

困難な点も残されているが,上 記漢訳 『新歳経』の冒頭部 と比較すれば,多 少の

相違点を差 し引いても両者が同一文献であることが容易に理解 される.ま た断簡

のフォリオ ・ナンバーから推定される5葉 半 という本経の長 さも,漢 訳が大正大

蔵経で2頁 とい うサイズと一致 しているように思われる.漢 訳 『新歳経』は曇無
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蘭によって西暦381年 から395年 の間に翻訳 されたが,両 者を比較すると,梵 文

と比べて漢訳の方に増広箇所が認められるようである.と すると,こ の写本が書

写された年代の方が漢訳年代 より古いのではないかという驚 くべき事実,つ まり

ザンダー博士の書体の編年による年代設定の正 しさに一つの根拠を与 えることに

なると言えるのかもしれない.

では 『新歳経』が 『自恣経』の別ヴァージ ョンの類ではな く,内 容的にも無関

係であるとするなら,こ れは果た して阿含であるのか.あ るいは大乗経典である

のか.確 かに本経 は漢訳では阿含部に収められてはいるが,上 記の経典冒頭部は

阿含経 としてはあまり類例がな く,こ こでは残念ながら紹介できないが,漢 訳の

他の部分,お よび本経に属すと思われる他の複数の梵文断片か ら判断 して,『新歳

経』は阿含の体裁よりも大乗経典の体裁に従っているように思われ るのである13).

5.最 後 に一 大 乗 経典 連 写写 本 の可 能性

SC2378/1の 登録番号で回収された断簡類 は,完 全な数葉を含むとはいえ,50点

ほどの断片にすぎない.し か し存在が確認された4つ の経典のうち,第4の 『阿

閣世王経』では五百番台後半のフォリオ ・ナンバーが付 けられている.4経 の う

ち,3経 は明 らかな大乗経典,さ らに最後 に同定 された 『新歳経』も大乗経典で

あった可能性がある.失 われた数百に上 るフォリオには一体いかなる経典が写さ

れていたのであろうか.こ れはい くつ もの大乗経典を連写した写本だったのでは

ないか.残 念ながら,そ のほとん どはすでに失われたと思われるが,あ るいはい

くつかのフォリオは戦乱のアフガニスタンのどこかに,ま たもしか して今なお引

き取 り手を求めて古書世界のマーケットをさまよっているのかもしれない.

ここか らは筆者の単なる想像 にすぎないが,こ のような形態の写本がインド文

化圏に種々あった とすれば,例 えば 『大宝積経』や 『大集経』の成立事情 もそれ

から類推できるのではないか.『 大宝積経』は49の 大乗経典,『 大集経』は17の

大乗経典のコレクションで,49あ るいは17の 経典には,そ れを貫 く共通テーマ

は全 く存在 しない.イ ン ドではこのように一つの写本に脈絡なくい くつもの大乗

経典を連写することが普通に行われていたのではないだろうか.4世 紀中頃に潮

るこの写本も,そ のさらなる複写が当時の中国に伝 えられていたなち,第 二の 『大

宝積経』あるいは第二の 『大集経』がその後 の仏教史上に現れることになったの

かもしれない.1999年8月14日
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スコイエン ・コレクシ ョンの 『新歳経』断簡について(松 田) (213)

1)ス コイエン氏のコレクションには,ア フガニスタンの洞窟以外(た とえばパキスタン

が実効支配するカシュミール地域等)か ら出土 したと思われる文献も若干含 まれている

ようである.1997年10月 刊の氏の私家版カタログ (The Schoyen Collection; Checklist of
Manuscripts 1-2393, Oslo 1997) では約2400点 もの蒐集品が登録されているが,そ の中

心 となるものは氏が本来関心を寄せている聖書写本等の仏教以外のものである.そ の中

には断片ではあるが死海文書 といった世界的に貴重な文献が含まれている.

2)順 調 に行けば,恐 らくその第1巻 は Manuscripts in the Schoyen Collection I ; Buddhist

Manuscript, vol. I と題されて来年(2000年)オ スロより刊行されることになる.

3)2点 だけ含まれるバク トリア語皮革写本が仏教文献であることは間違いない.た だし

年代は定かではない.グ ループが研究を依頼 しているロンドン大学のニコラス ・シムズ

=ウ ィ リア ムズ (Nicholas Sims-Williams) 教授の解読結果によると,こ れ らは何 らかの

経典を写したものではな く,『法華経』あるいは 『無量寿経』に現れる種々のブッダの

名称を羅列 した文献のようである.な お,バ クトリア語写本 も現在 アフガニスタンから

続々 と現れている.同 教授 「古代アフガニスタンにおける新発見― ヒンドゥークシュ北

部出土のバク トリア語文書を中心に―」『ORIENTE― 古代オリエント博物館情報誌』16

号 (1997) pp. 3-17, The New Light on Ancient Afghanistan; the Decipherment of Bactrian

(London, 1997)ŽQ•Æ.

4)メ ンバーはそれぞれコレクションのカラー複写をスコイエン氏より受け取っている魁

これらの樺皮写本は癒着部分があって素人の我々には取 り扱い不能のため現在修復に出

されている.従 って写真は未入手.調 査の際に少 し剥が して読んだ ところでは 『薬師

経』『金剛般若経』の写本が含まれていたことを記憶 している.

5)「 アフガニスタンか らノルウェーへ―本当はなかったことになるかも知れない話一」

『佛教大学総合研究所報』13号(1997年12月)pp.24-28.「 ノルウェーに現れたアフガニ

スタン出土仏教写本― マーティン ・スコイエン氏のコレクションを訪ねて―」『月刊 し

にか』1998年7月 号,pp.83-88.「 シアトル,そ して再びオスロとロンドンへ」『佛教大

学総合研究所報』15号(1998年12月),pp.14-16.「 ノルウェーのスコイエン ・コレク

ションと梵文法華経断簡の発見」『東洋学術研究』38-1(1999),pp.4-19.

6) Jens-Uwe Hartmann & Paul Harrison "A Sanskrit Fragment of the Ajatasatru-kaukrtya-

 vinodana-sutra", Suryacandraya ; Essays in Honour of Akira Yuyama on the Occasion of His 

 65th Birthday (Indica et Tibetica, 35), (Swisttal-Odendorf, 1998), pp. 67-86.

7)『 勝鬘経』 と 『阿闍世王経』は著名な大乗経典であるので筆者がここで改めて解題を

与える必要もないであろう.あ まり知られていない 『諸法無行経』については,鳩 摩羅

什訳(大 正No.650)を 含 めて,3種 の漢訳 とチベット語訳(P.ed.,No.847)が 存する.

Siksasam uccya にも引用されている.『大乗経典解説辞典』(北辰堂,1997年)pp.361-362

にお ける浅野守信氏の解説を参照.な お 『勝鬘経』は筆者によって,『 諸法無行経』は

ブロールヴィック教授によって,さ らに 『阿闍世王経』はハル トマン教授によって,コ

レクションの出版第1巻(注2参 照)の 中で,そ の全断簡がカラー写真,テ キス ト,英

訳を含んで公開される予定である.
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(214) ス コイエ ン ・コレクションの 『新歳経』断簡について(松 田)

8)こ の 推 定 は 数 え 間 違 い で は な く,詳 しい 説 明 は省 くが,残 存 す る他 の 断 片 か ら二 重

番 号 の 入 っ た2葉 が 含 ま れ る こ とが 推 定 され る の で 計5葉 半 と な る.

9)転 写 に 用 い た 記 号 は ドイ ツ ・ゲ ッチ ン ゲ ン 方 式 に よ る.こ の転 写 は,1999年5月 の

京 都 で の 研 究 会 に お い て 最 終 的 に メ ンバ ー 全 員 に よっ て 修 正,確 認 さ れ た もの で あ る.

な お 第392葉 自体 に はSC2378/1/3の 登 録 番 号 が 付 け られ た.本 葉 は ほぼ 完 全 な1葉 で

あ っ た が,最 初 の 調 査 時 点 で は,左 端 に一 部 欠 落 部 分(文 字 に して6な い し8文 字 分)

が 見 ら れ た.そ の 後,ハ ル トマ ン教 授 を 手 伝 っ て い る ゲ ッ チ ンゲ ン大 学 の ク ラ ウ ス ・

ヴ ィ レー(KlausVille)博 士 に よ っ て,我 々 が す で にSC2379/3/2bと い う別 番 号 で 登 録

して い た 小 断 片 が そ の欠 落 部 分 に 他 な らな い こ とが 発 見 さ れ た.

10)筆 者 は 台 湾 の蕭 鎮 國 氏 が 入 力 した 漢 訳 『新 歳 経 』 の デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ 上 で 利 用

させ て い た だ い た.お 礼 申 し上 げ る.

11)『 雑 阿含 』1212経,大 正2,p.330a-c,『 別 訳 雑 阿含 』228経,大 正2,p.457a-c,『 中 阿

含 』121経,大 正1,p.610a-c,『 増 一 阿含 』 巻6,大 正2,pp.676b.677b.他 に 単 訳 と して

『解 夏 經 』 大 正1,pp,861b.862b,『 受 新 歳 經 』 大 正1,pp.858a-859aが あ るが 後 者 は 『増

一 阿含 』所 収 経 と同一 で あ る
.

12) Pali, SN, vol. 1, PP. 190-192, 'Pavarana' ヘ ル ン レ ・コ レ ク シ ョン 中 の 梵 文 断 片 につ

い て は, Manuscript Remains of Buddhist Literature Found in Eastern Turkestan (vol. I ),

(Oxfbrd,1916),pp.36-40,さ らに これ とは異 な る断 片 が ハ ル トマ ン教 授 とヴ ィ レー 博 士

によって同コレクション中に発見されているが未出版. Die nordturkistanischen Snskrit-

Handschriften der Sammlung Hoernle (Funde buddhistischer Sanskrit-Handschriften, II ), 

Sanskrit-Texte aus dem buddhistischen Kanon•:Neuentdeckungen and Neueditionen II (San-

skrit-Worterbuch der° buddhistischen Texte den Tui fun-Funden • Beiheft 4), Gottingen, 

1992, p.32.

13)そ の詳細については出版第1巻(注2参 照)の 中で筆者によって述べられ る予定で

あるので本稿では御容赦いただきたい.SC2378/1に 含 まれる断簡中には,本 稿で取

り上げている1葉 以外にも 『新歳経』に属す と思われる複数の断簡が確認されている.

なお本経のタイ トルである 「新歳」の語については,本 文で紹介 した冒頭部の漢訳に

一度現れるが
,断 簡中には対応する語は認められない.こ の語の原語が何であるのか

筆者は寡聞にして知 らない.本 経の梵文表題も 『新歳経』 という漢訳名に対応する梵

文タイ トルがありえたのか,あ るいは Pravaranasutra なる表題が 『新歳経』 と訳され

ただけなのか現時点では判然 としない.さ らに 「自恣」の原語についても,こ れ とは

別 な 断 簡 中 に はpravarana(あ るい はpravarana)な る語 形 も確 認 さ れ て い る こ とを 補 足

して お き た い.

本稿は平成11年 度文部省科学研究費補助金 「特定領域研究(A)」 に よる研究成果の一部

である.

〈キ ー ワ ー ド〉 Pravaranasutra, 新 歳 経,梵 文 写 本,ス コ イ エ ン ・コ レ クシ ョ ン

(佛教大学教授)
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